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編集後記 

  

アカデミック・ジャパニーズ・ジャーナル（AJJ）第 9 号は、実践報告 3 編、調査報告 5

編の計 8 編の掲載となりました。いずれの論考も読み応えがあり、大いに刺激を受けまし

た。今号で最も印象的だったのはアカデミック・ジャパニーズ（AJ）の広がりです。それは

ライティングやリーディングといったスキルの広がりではなく、AJ における学びそのもの

の広がりです。尾関氏の論考における「知識を獲得することを目的とした授業にとどまらな

い日本語授業のあり方」、山口氏他の論考における「ジェネリックスキルの育成」、吉田氏の

論考における「主体的・対話的で深い学び」、中井氏の論考における「アカデミック・ジャ

パニーズの 3本柱」、これらは表現こそ異なりますが、めざすところは同じように感じられ

ました。AJJ 第 3号の編集後記では、初代編集長の門倉正美氏が「アカデミック・ジャパニ

ーズは、単に大学で学ぶためだけでなく、この社会でより良く生きるために寄与する日本語

力を養うことをも目的としている。」と述べています。これらのことからも、私たちは実践

を行うにあたり、めざすべきゴールを設定するとともに、学習者はいったい何を学ぶのかを

明確にしなければなりません。 

会員の皆様、より多くの「AJ における学び」を共有するために、ぜひとも投稿していた

だきたいと思います。 

（編集委員 N.T.記）  
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